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要旨︓本研究迄,ピラミッド効果に関して厳密な科学実験を⾏い,統計的に有意な結果を得たと
いう報告はほとんど無かった. 本研究は 2007 年 10 ⽉から現在まで,国際総合研究機構
(International Research Institute: IRI)で継続されている. 研究⽬的は,ピラミッド型構造物
（pyramidal structure: PS）の未知なる機能（いわゆる「ピラミッドパワー」)を実証するこ
とである. そのため,PS の模型を作製し,科学的に厳密な実験と解析を⾏った. ピラミッド効
果を検出するために,⾷⽤キュウリ切⽚(Cucumis sativus ʻwhite spine typeʼ )をバイオセン
サ(biosensor: BS)として使⽤した. BS から放出されたガス濃度を測定・解析することによっ
て,ピラミッド効果の有無を検証した. 現在まで,BS を作成するために 12,000 本以上のキュ
ウリを使⽤し,ガス濃度データを 24,000 以上得た. キュウリ切⽚からのガス濃度を利⽤した
解析⽅法は IRI で研究開発され,これまでにヒーラーによる⾮接触効果や,ヒーラーの周囲に分
布している⽣体場の検出等に成功している. PS 頂点に BS を設置して⾏う実験は,実験条件が
異なる 2 種類の実験に分けることができた; (i) PS と「⼈間(被験者)が関連した」実験,(ii) PS
と「⼈間(被験者)が関連しなかった」実験である. 条件(i)の実験結果から,⼈間を起源とする 2
タイプの未知のエネルギー（フォースタイプ I, II)の存在が⽰唆された. そして,関わったフォ
ースタイプの違いによって PS は異なる反応を⽰した. つまり,(i-1) PS と「⼈間の無意識（フ
ォースタイプ I）」が関連した場合と,(i-2) PS と「PS 内で瞑想している⼈間の影響（フォース
タイプ II）」が関連した場合で,異なるピラミッド効果が発⾒されたのである. また条件(ii)の
実験は,少なくとも 20 ⽇間以上,被験者が PS 内に⼊らない状況で⾏なった. 実験条件(i-1),(i-
2)及び(ii)のどの結果からも,我々は PS の未知なる機能（「ピラミッドパワー」）の存在を⾼い
統計精度で実証した. (i-1)の場合,6 km 以上離れた⼈間(被験者)の睡眠状態から覚醒状態ま
での,無意識の変化に対応したと考えられるピラミッド効果を検出した(1%有意). (i-2)の場
合,瞑想後,⼗数⽇間にわたって,遅延を伴ったピラミッド効果を検出した（p=3.5×10-6︔ウェ
ルチの両側 t 検定,これ以降の p 値も同様). この遅延を伴ったピラミッド効果は,制御理論に
おける過渡応答現象のモデルによって計算した理論曲線によって⾮常に良く近似することが
できた. (ii)の場合,PS が潜在的に持っている⼒（パワー）によるピラミッド効果を検出した
（p=6.0×10-3). また PS の潜在⼒は季節によって変化し,夏期には効果が⼤きく,冬期には効
果が⼩さくなることを解明した. さらに PS 頂点に 2 段に重ねて置いた BS の,上段と下段に
対する潜在⼒の効果が異なることを実証した（p=4.0×10-7). これらの結果は,厳密な科学的
実験と解析によって,「ピラミッドパワー」を実証した世界最初の研究成果である. 我々はこ
の成果が,科学の新しい⼀分野となり,幅広く応⽤され,発展すると予想している.  
キーワード︓ピラミッド,潜在⼒,瞑想,無意識,遅延,バイオセンサ,キュウリ,ガス,サイ指数     
 
1. はじめに 

いわゆる「ピラミッドパワー」に関する,様々な⾔い伝えや書籍等は数多く存在する. しか
し,信頼できる学術研究はほとんどなく,統計的に有意なデータも⾒当たらないのが現状であ
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る 1). 我々は 2007 年 10 ⽉から現在(2020 年 3 ⽉)まで,科学的根拠がないと⾔われてきた
「ピラミッドパワー」の存在を実証するため,ピラミッド型構造物(pyramidal structure: PS)
を使⽤した,科学的に厳密な実験と解析を継続している. その結果,PS が持っている現代科学
では未だ理解されていない,3 つの未知なる機能（ピラミッド効果）を発⾒した. それは以下の
(1)〜(3)である.  

(1) PS が 6 km 以上離れた⼈間(被験者)の無意識(フォースタイプ I)を捉えて,バイオセン
サが検出可能なエネルギーに変換する機能を有していることを発⾒した(1%有意) 2,3). この
PS の機能について詳述すると,実験当⽇の朝,被験者が⾃宅（実験室から直線で 6.55 km の距
離）に居た時,被験者が⽬覚める前後でピラミッド効果が検出された. しかし⽬覚めた平均時
刻では検出されなかった. このことから次の①〜③の可能性が⽰唆された. ①被験者の無意
識のエネルギーと考えられる,フォースタイプ I が,睡眠状態から覚醒する間に変化している. 
②フォースタイプ I のエネルギーを,PS は⼤きな時間の遅れを伴わずにバイオセンサで検出可
能なエネルギーに変換している. ③フォースタイプ I と,PS によって変換されたエネルギーと
の間には正の相関があること,また PS によって変換されたエネルギーとピラミッド効果との
間にも正の相関があること.  

(2) PS 内部に⼈間(被験者)が⼊り瞑想することによって発⽣した未知エネルギー(フォース
タイプ II)を,PS が蓄積しバイオセンサで検出可能なエネルギーに変換する機能を有している
ことを発⾒した. そしてこの PS の機能によって⽣じた,特異な遅延を伴ったピラミッド効果
を実証した 4-7). この PS の機能について詳述すると,被験者が PS 内部で 30 分間の瞑想を 6
回⾏った後（午前,午後に 3 回ずつ,瞑想と瞑想の間に 10 分間の休憩,また昼休みは約 50 分）,
数時間経過した後から⼗数⽇間の⻑期間にわたって,我々はピラミッド効果を検出した. 特
に,PS 内部で瞑想中のピラミッド効果と,瞑想後 2 時間経過した後のピラミッド効果との間に
有意差が検出された（p=3.5×10-6 ; ウェルチの両側 t 検定,これ以降の p 値も同様). このこ
とから我々は,PS の機能によってフォースタイプ II が蓄積・変換・放出される 2 段階反応が
起こり,その結果瞑想後に,遅延を伴ったピラミッド効果が検出されたと結論した.  

(1)と(2)で述べた PS の機能は,PS と「⼈間(被験者)が関連した」条件で実験を⾏った結果
から明らかとなった. これにより我々は, PS が⼈間から発⽣するフォースタイプ I, II という
2 種類の未知エネルギーを変換する機能を持つ,エネルギー変換装置であると結論した.  

(3) PS と「⼈間が関連しなかった」条件で実験を⾏った結果から,PS は⼒（パワー）を発⽣
させる潜在的な機能を持ち,その⼒がバイオセンサに影響を与えていることを発⾒した 8,9). 
この PS の機能について詳述すると,①PS の潜在的な⼒によってバイオセンサに影響を与える
ことを 1%有意で実証した. ②PS の潜在⼒は夏期と冬期で変化した. バイオセンサに対する
ピラミッド効果が,夏期には有意にプラスの値となり,冬期には誤差の範囲でゼロとなること
が明らかとなった. ③PS 頂点に 2 段に重ねて置かれたバイオセンサの,上段と下段に対する
PS の潜在⼒の影響が異なることを明らかとなった(p=4.0×10-7).  

以上の(1)〜(3)で述べた内容は,科学的な実験によって,PS の未知なる機能を実証した世界
で最初の研究成果である. これらの発⾒によって,「ピラミッドパワー」が科学の新しい 1 分
野となり,さらには,「ピラミッドパワー」を応⽤した分野が幅広く発展することが予想される.  
 
2. 実験⽅法 
2-1. ピラミッド型構造物(PS) 
 実験で使⽤された PS を図 1(a)に⽰した. PS は,⾼さ 107 cm,稜の⻑さ 170 cm,底辺の⻑
さ 188 cm の正四⾓錘であった. PS の底⾯と側⾯との⾓度(傾斜⾓度)は,49.1°であった. PS
の底⾯は床から 4 つの三脚によって 73 cm の⾼さに持ち上げてあった. PS の⾻格は 4 本の
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アルミニウムパイプ(直径 2 cm,厚さ 0.36 cm)で出来ており,四⾓錘の頂点はジョイントで接
合した. 四⾓錘の各先端部分は,アルミニウム製の L アングルでできた正⽅形(⼀辺 188 cm)
の枠の四隅に置いた. PS の⾻格パイプと L アングルは導通しておらず,またどちらもアースに

は接続しなかった. PS の 4 つの
側⾯は厚さ 1 cm のポリスチレン
板で作り,アースには接続しなか
った. 各側⾯上にはフラクタルパ
ターンに加⼯した⼆等辺三⾓形
のアルミニウム板(外形 40.85 
cm × 40.85 cm × 43 cm, 厚さ
0.3 mm)を 9 枚つなぎ合わせて
貼り付けた. 従ってアルミニウム
板を計 36 枚使⽤した. PS の⾻格
パイプと各側⾯のアルミニウム
板どうしは導通していた. そのた
めアルミニウム板はアースには
接続されなかった. PS 内には厚
さ 0.5 cm の透明アクリル製の球
殻状のドーム構造(直径 85 cm, 
⾼さ 66.5 cm)を置いた. ドーム
の下側は直径 68. 1 cm の円形の
⽳が開けてあった. ドームは正⽅
形の⽊製の板（⼀辺 99 cm, 厚さ
3 cm)の上に乗せた. ⽊製の板の
底⾯は4つの三脚によって床から
85 cm の⾼さに持ち上げてあっ
た. また,⽊製の板の中⼼は円形
(直径 70 cm)の⽳を開けた. 円形
の⽳の部分を潜り被験者はドー
ム内に上半⾝を⼊れた. ドームは
上半⾝を⼊れた被験者に対して
⾳が反響するように設計した.  

 
2-2. 「ピラミッドパワー」の検出 

我々は PS における未知なる機能（「ピラミッドパワー」)の存在を明らかにするため,バイオ
センサ(キュウリ果実切⽚)に対するピラミッド効果を検証した. ⼀般的に植物等の⽣体は,傷
付くことによって⽣体防御・修復反応が起こることが知られている 10-13). 我々は,様々な⽣体
防御・修復反応の中で,キュウリ切断⾯のガス⽣成反応によって⽣じたガス濃度に注⽬し,ガス
濃度を解析することによってピラミッド効果の存在を検証した. 均⼀なバイオセンサを準備
するため,零点同時補正法(simultaneous calibration technique: SCAT)に従って試料を作成
した (図 1(b))14). ガス濃度を利⽤した解析⽅法は,国際総合研究機構(International 
Research Institute: IRI)で研究開発され,これまでにヒーラーによる⾮接触効果の検出やヒー
ラーの周囲に分布している⽣体場の検出等に成功している 15-17). 図 1(b)の Pair1 と Pair2 の
実験試料である GE1と GE2は PS 頂点に設置し,Pair1 と Pair2 の対照試料 GC1と GC2及び Pair3

 
図 1 (a) ピラミッド型構造物 (PS) (b) バイオセンサの準備と

設置 (c) PS 頂点のバイオセンサ 

 
図 2 PS 内の被験者及び実験状況の模式図 
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と Pair4 の GE3,GE4,GC3,GC4 は PS から 8m 離れた較正基準点に設置した（図 2）. 設置時間
は 30 分であった. ここで,GE1〜GE4 が実験試料,GC1〜GC4 が対照試料であった. GE と GC は同
⼀の切断⾯であるが,切断⾯の⽅向が違っていた. ここでペトリ⽫に置かれたキュウリ切⽚の
上⾯の⽅向を,ペトリ⽫と接している下⾯から上⾯へ向かう⽅向であると定義した. GE の上⾯
の切断⾯はキュウリの成⻑軸に対して同⽅向であるが,GC の上⾯の切断⾯は逆⽅向であった. 
そして,切断⾯の⽅向の違いによって放出ガス濃度に違いが現れ,ガス濃度が GE<GC となるこ
とを実験によって確認した 18,19). バイオセンサの作成に関して,現在までに 12,000 本以上の
キュウリを使⽤し,ガス濃度のデータを 24,000 以上得た. PS 頂点及び較正基準点に設置した
試料は,電気的にアースされているファラデーケージによって静電遮蔽した. ファラデーケー
ジは床から 180 cm の⾼さにあった. なお,PS 頂点の GE1 と GE2 及びファラデーケージは絶縁
体の⽀持脚を使って PS 上に設置した(図 1(a),(c)). 絶縁体の⽀持脚の上には円に加⼯した銅
の網があり,その上に GE1 と GE2 を重ねて置いた(GE1 が下,GE2 が上). GE1 のペトリ⽫の底⾯の
中⼼と,PS 頂点付近の 4 本のアルミニウムパイプの中⼼の延⻑線とが⼀致した (図 1(c) 右). 
⼀⽅,較正基準点では GC1 と GC2,GE3 と GE4,GC3 と GC4 とを重ねて置いた,添え字番号が⼤きい
ペトリ⽫が上になるように設置した. 30 分設置後にペトリ⽫の蓋を取り,容積が 2.2 リット
ルの密閉容器の中に 1 個ずつペトリ⽫を置き,Pair ごとに並べて保管した. 保管時間は 24 h 
〜 48 h であった. 保管後,バイオセンサから放出されたガス濃度を測定した. ガス測定は,ガ
ス検知管(酢酸エチル検知管141L:ガステック,⽇本)とガス検知器(GV-100:ガステック,⽇本)
を使⽤して⾏った.  
 
2-3. PS 内での瞑想 

PS 内部に⼊った被験者（唯⼀の被験者である坂本政道）は瞑想をした. 瞑想⽅法は以下で
ある. 被験者はピラミッド頂点の真下に置いた椅⼦に座った. 30 分間の瞑想（午前 3 回,午後
3 回実施,瞑想と瞑想の間に 10 分間の休憩,また昼休みは約 50 分）の間,被験者はヘミシンク
（HJS#１;ヒーリング・ジャーニーズ・サポート（HJS)のトラック１）20）を聞いていた,これ
は⻑い時間の瞑想を⼿助けする⾳響テクノロジーである. 被験者はヘッドホンを装着したた
め,周囲に⾳がもれることはなかったが,時々⺟⾳の⾳を声に出すことがあった. 瞑想中,被験
者は息を吸う時,⼤地からのエネルギーを取り⼊れ,息を吐く時,天からのエネルギーを取り⼊
れるというイメージで⾏っていた. また被験者は,頭上に置かれた GE1 と GE2 のバイオセンサ
を全く意識せずに瞑想をした.  

 
2-4. 実験条件 

図 3 は,条件が異なる 2 種類の実験について⽰した. (i)PS と「⼈間(被験者)が関連した」実
験とは,「瞑想実験」という 3 ⽇間 (Day1〜Day3) 連続して⾏われる実験,及び瞑想後,数⽇か
ら 20 ⽇までの実験である. ここで,「瞑想実験」は PS 内部に被験者が⼊る前に⾏う実験 (Pre-
meditation: pre1, pre2),PS 内部で被験者が瞑想している実験 (During meditation: med) ,
及び PS 内部から⼈間が出た後に⾏う実験 (Post-meditation: post1, post2) から構成され
た. pre1, pre2, med, post1, post2 は,それぞれ実験を⾏う時間帯が決められていた. 「瞑
想実験」を⾏うにあたり,pre1 以前に 20 ⽇間以上,PS 内部に⼈間が⼊って瞑想しないという
条件があった. その理由は,PS 内部に⼈間が⼊り瞑想すると,⼈間によるの影響が⼗数⽇間残
ってしまうからである 5,6). また「瞑想実験」の後,数⽇から 20 ⽇間経過する間に⾏なった実
験は post と呼び,post は任意の時間帯で実験を⾏なった. (ii) PS と「⼈間(被験者)が関連し
なかった」実験とは,瞑想後 21 ⽇以上,被験者が PS 内に⼊らない状態の後に⾏なった実験で
ある.  
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2-5. ピラミッド効果の⼤きさを表すサイ指数(Ψ) 
 PS 頂点に設置されたバイオセンサに対する,ピラミッド効果を検証するため,我々はピラミ
ッド効果の⼤きさを定量化する指標,サイ指数(psi index :Ψ)を導⼊した. ピラミッド効果⾃
体は⼤きくなく,データのノイズに埋もれてしまう可能性があった. その理由は,バイオセンサ
としてのキュウリは,個々のキュウリの違いや環境条件などの要因に⾮常に敏感なためである. 
従ってノイズの変位を最⼩化するため,GE と GC をペアとして⽐較するペアサンプル法（図
1(b)）を採⽤した. サイ指数（Ψ）は,ペアどうしのガス濃度の⽐を計算し,その⾃然対数の 100
倍である. 我々がこれまで使⽤してきた J 値 21)とサイ指数(Ψ)との関係は,Ψ=100J である.  

Ψ1=100ln(GE1/GC1), 
Ψ2=100ln(GE2/GC2), 
Ψ3=100ln(GE3/GC3), 
Ψ4=100ln(GE4/GC4).        (1) 

 (1)式において,GE1〜GE4,GC1〜GC4 は図 1(b)で⽰した試料から放出されたガス濃度(ppm). 
Ψ1〜Ψ4 は較正前のサイ指数. Ψ3 と Ψ4 からは,キュウリの切断⾯の⽅向の違いによる影響が
検出されると考えられる. また Ψ1 と Ψ2 からは,切断⾯の⽅向の違いと,設置場所の違い(PS
頂点と較正基準点)による 2 つの影響の結果が検出されると考えられる. Ψ1,Ψ2 から,Ψ3 と
Ψ4 の平均値を引いた Ψ1(E-CAL)と Ψ2(E-CAL)は,温度・湿度・⼤気圧・地磁気等の様々な外部環
境による影響を較正した結果である. 従って,Ψ1(E-CAL)と Ψ2(E-CAL)は,PS からの影響のみを反
映した結果であると考えられる.  

Ψ1(E-CAL)=Ψ1-(Ψ3+Ψ4)/2, 
Ψ2(E-CAL)=Ψ2-(Ψ3+Ψ4)/2, 
Ψ3(C-CAL)=Ψ3-(Ψ3+Ψ4)/2, 
Ψ4(C-CAL)=Ψ4-(Ψ3+Ψ4)/2.       (2) 

そして,PS 頂点における較正したサイ指数を次の式で求めた.  
ΨE-CAL=(Ψ1(E-CAL)+Ψ2(E-CAL))/2.      (3) 

我々はさらに,実験中は 2 段に重ねて置いたバイオセンサに対して,上段と下段とで異なる
影響があるかもしれないという視点から,これまで使⽤してきた較正サイ指数 ΨE-CAL に対し
て,2 段に重ねた上下の違いを較正するための修正を⾏った.  

 
図 3 実験条件(i),(ii)を⽰した模式図 
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 Ψ1(E-CAL) 1stage=Ψ1(E-CAL)-Ψ3(C-CAL) =Ψ1-Ψ3, 
Ψ2(E-CAL) 2stage=Ψ2(E-CAL)-Ψ4(C-CAL) =Ψ2-Ψ4.     (4) 

 
3. 実験結果及び解析結果 
3-1. 実験条件(i-1)の結果︔PS と「⼈間の無意識（フォースタイプ I）」が関連した場合 

図 4(a)は,被験者が PS 内部に⼊り,瞑想をする前に⾏なったた実験 pre1(n=44), 
pre2(n=213)の平均値である(年間データ). pre1 は誤差の範囲でゼロであり,pre2 は 1%有
意で較正サイ指数（ΨE-CAL）がプラスの値であった. 誤差棒は 99%信頼区間. この結果,pre1
ではピラミッド効果が検出できなかったが,pre2 で,PS 頂点に設置されたバイオセンサに対す
るピラミッド効果を検出した. 図 4(b)は,pre2 のデータの移動平均(60 分窓)を⽰したもので
ある. 時刻 6:30〜6:59(n=60)の時間帯でΨE-CAL が最⼩値をとることが分かった. 緑⾊の線
は時刻 6:40 を⽰し,この時刻は PS 内部に⼊り瞑想する被験者が,睡眠から⽬覚める平均的な
時刻である. 従って,被験者が⽬覚める前後の時間帯で,被験者からの未知エネルギー(無意識︔
フォースタイプ I)によるピラミッド効果を検出し,⽬覚める時刻にはピラミッド効果が誤差の
範囲でゼロとなる可能性が⽰唆された. また,フォースタイプ I は,被験者の睡眠状態から覚醒
状態に⾄るまでの時間帯で,⼤きさが変化している可能性を⽰した. 図 4(c)は,pre2 の較正前
のサイ指数を⽐較した結果である. Ψ3, Ψ4 には切断⾯の⽅向による違い,Ψ1, Ψ2 には切断
⾯の⽅向による違いと,設置場所の違い（PS 頂点と較正基準点）による影響とが合わさった結
果を検出すると考えた. 検定の結果,pre2 における較正前のサイ指数の平均,(Ψ1+Ψ2)/2 と
(Ψ3+Ψ4)/2 との間に有意差を検出した（p = 2.8×10-5).  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2. 実験条件(i-2)の結果︔PS と「PS 内で瞑想している⼈間の影響（フォースタイプ II）」
が関連した場合 
 図 5(a)は,med1,med2,post1,post2 のΨE-CALの平均値であり(夏データ),図 5(b)の 0〜20
時間までを拡⼤表⽰したものである. 誤差棒は標準誤差. med1,med2 は,誤差の範囲でゼロ
でありピラミッド効果は検出できなかった. post1 からΨE-CAL が増加し,瞑想開始から 20 時
間後の post2 で最⼤値となった. med1 と med2 の平均と post1 と⽐較したところ,post1 で 
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ピラミッド効果の存在を⾮常に⾼い統計精度で実証した
(p=3.5×10-6). 図 5(b)から,瞑想を開始してから 2.5 ⽇
後,6.5 ⽇後,11 ⽇後にかけてΨE-CAL は指数関数的に減少
し,約 20 ⽇後にはほぼゼロとなった.  
 我々はこの結果から,瞑想開始から約 20 ⽇間にわたっ
て,遅延を伴う特異なピラミッド効果をを発⾒した. 瞑想
から約 20 ⽇後にはピラミッド効果が検出できなくなっ
たので,この時点でPS頂点は初期状態に戻ったと考えた.  
 図 6 は,被験者による未知エネルギー(フォースタイプ
II）を⼊⼒信号とし,２次遅れ要素系の過渡応答による出
⼒信号を理論計算した結果である(⾚曲線). 出⼒信号の
時間変化は,約20⽇間にわたる,遅延を伴うピラミッド効
果を⾮常に良く近似した. また,このピラミッド効果は,
減衰係数  ,固有⾓振動数  ,ゲイン係数

の２次遅れ要素系の過渡応答に相当することが
判明した. 従って,PS と「PS 内で瞑想している⼈間の影
響(フォースタイプ II）」が関連した場合には,被験者の未

知エネルギーが PS に蓄積・変換され,変換されたエネルギーがバイオセンサにピラミッド効
果を及ぼす,２次遅れ要素系の過渡応答に対応する現象であると考えた.  
 
3-3. 実験条件(ii)の結果︓PS と「⼈間(被験者)が関連しなかった」場合 
 図 7(a)は,図 3 で⽰した,PS と「⼈間(被験者)が関連しなかった」という条件の下で⾏なっ
た実験のΨE-CAL の分布である(n=468). 横軸が⽇付である. 但し⽇付は,実験を⾏った各年の
1 ⽉ 1 ⽇を 1 として数えた値(1-366)である. ⾚丸が夏期データ,⻘三⾓が冬期データの結果
である. 夏期データとは昼の⻑さが 12 時間以上(春分の⽇から秋分の⽇まで. 春分の⽇は,閏
年でなく 3 ⽉ 20 ⽇の場合,横軸の数値が 81. 秋分の⽇は,閏年でなく 9 ⽉ 23 ⽇の場合,横軸
の数値が 267)の時に得た結果である. 冬期データとは昼の⻑さが 12 時間未満の時(秋分の⽇
から春分の⽇まで)に得た結果である. データ数は,夏期データが n=252,冬期データが
n=216 である. 図 7(b)は縦軸が ΨE-CAL の平均値,横軸は全データ,夏期データ,冬期データで

074.3 286.1n
22.1K

図 5 (a)ΨE-CAL の変化(med,post1,post2) (b) ΨE-CAL の変化(med〜post) 

 

図 6 過渡応答による理論曲線
(⾚線),内部図︓⼊⼒信号 
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ある. 誤差棒は 99%信頼区間. この結果から,夏期データ
の平均値が,1%有意でΨE-CALがプラスの値となった. しか
し,全データや冬期データの平均値は,誤差の範囲でゼロで
あった. PS と「⼈間が関連しなかった」場合に⾏われた実
験結果が,夏期の場合,バイオセンサに対するピラミッド効
果が有意であることから,PS の潜在的な⼒(「ピラミッドパ
ワー」)の存在を実証した. 分散分析の結果,夏期データと
冬期データ間の p 値が p=6.0×10-3 となった. 図 7(c)は
ΨE-CAL の移動平均(窓の⼤きさが 180 ⽇）を計算した結果
である. この結果から,PS の潜在⼒によるピラミッド効果
は,夏期に上に凸の構造を⽰すことが明らかとなった. ま
た PS の潜在⼒が,夏期も冬期も年間を通してバイオセンサ
に影響を及ぼしていることが判明した.  

これまでは,較正サイ指数としてΨ (E-CAL)を採⽤した
が,PS 頂点で 2段に重ねた置かれたバイオセンサに対する,
上下の違いを較正するために修正した較正サイ指数とし
て,Ψ(E-CAL) stage を導⼊した. 解析の結果 Ψ1(E-CAL) 1stage と

Ψ2(E-CAL) 2stage との間に,有意差(p=4.0×10-7)が存在した（図 8）. この結果,PS 頂点に 2 段
に重ねて置かれたバイオセンサに対して,PS の潜在⼒は異なる影響（ピラミッド効果）を与え
るということが明らかとなった. また PS 頂点からより遠い位置にある,上段のバイオセンサ
に対してはプラスのピラミッド効果, PS 頂点により近い位置にある下段のバイオセンサに対
してはマイナスのピラミッド効果が働いていることが判明した.  
 
4. まとめ 

これまで,科学的根拠がないと⾔われてきた「ピラミッドパワー」を実証するため,我々は PS
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図 7 (a) PS と「⼈間が関連しなかった」場合のΨE-CAL の分布 (b) ΨE-CAL の平均値  (c)ΨE-CAL
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図 8 PS 頂点の上段と下段のピ

ラミッド効果の違い 



ISLIS 単⾏本「潜在能⼒の科学Ⅱ」      研究まとめ            2020/11/9 版     

  - 9 - 

を使⽤して,科学的に厳密な実験と解析を続けてきた. その結果 PS には,現代科学ではまだ理
解されていない 3 つの未知なる機能が存在していることを発⾒した. また PS の機能の働きに
よって得られた実験結果は,(1)6 km 以上離れた⼈間(被験者)の睡眠状態から覚醒状態までの,
無意識の変化に対応していると考えられるピラミッド効果を検出した(1%有意). (2)瞑想後,
⼗数⽇間にわたりピラミッド効果を検出し,遅延を伴ったピラミッド効果を発⾒した
(p=3.5×10-6). またこの実験結果は,制御理論における過渡応答現象のモデルから計算され
た理論曲線によって,⾮常に良く近似することができた. (3)PS が潜在的に持っている⼒（パ
ワー）によるピラミッド効果を検出した(p=6.0×10-3). また,PS 頂点に 2 段に重ねて置かれ
たバイオセンサの,上段と下段に対する PS の潜在⼒の影響が異なることが判明した
(p=4.0×10-7).  

以上の結果は,厳密な科学的な実験により,PS の未知なる機能（「ピラミッドパワー」）を実
証した世界で最初の研究成果である.我々はこの成果が,科学の新しい⼀分野となり,幅広く応
⽤され,発展すると予想している.  
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Abstract: Until this study, there have been few statistically significant and rigorous scientific 
experiments on the function of a pyramidal structure. This study was begun in October 2007 at the 
International Research Institute (IRI) and continues to date. The purpose of this research has been to 
elucidate an unexplained function (a so-called “pyramid power”) related to the pyramidal structure (PS) 
that is not yet understood by modern science. We have been conducting scientifically rigorous 
experiments to demonstrate the existence of “pyramid power” in which sections of edible cucumber 
(Cucumis sativus 'white spine type') were used as biosensors for detecting the unexplained effects of the 
PS. We analyzed the concentration of gas released from the biosensors and tried to elucidate the PS 
influences (its non-contact effects) on the biosensors. At IRI, we have researched and developed a method 
for detecting non-contact effects by analyzing gas concentrations. So far, it has been used to detect the 
non-contact effects by a healer and to detect a biological field distributed around the healer. Regarding 
the preparation of the biosensors, more than 12,000 cucumbers have been used so far (more than 24,000 
gas concentration data were obtained).  

Our study has been conducted by setting biosensors at the top of the PS which could be divided into 
two types of experiments with different experimental conditions. The two types were: (i) the PS and a 
human (the test subject) were related and (ii) the PS and a human (the test subject) were not related. The 
results for experiment type (i) suggested that two unexplained energies, originating from the human 
(force types I and II), were related, but the results differed depending on the related force types. In other 
words, the PS reacted differently in the case of (i-1) the PS and a human unconsciousness (force type I) 
were related and (i-2) the PS and a human influence meditating in the PS (force type II) were related. 
The experiment type (ii) was conducted under the condition that the test subject did not enter the PS for 
at least 20 days after it was last used. From this analysis, we found the existence of an unexplained 
function of the PS (that is, "pyramid power") could be demonstrated with high statistical accuracy for 
any of the experimental conditions (i-1), (i-2) and (ii).  

In the case of (i-1), a non-contact effect considered to correspond to an unconscious change from the 
sleep state to the awakened state of the test subject more than 6 km away was detected, and a long-range 
non-contact effect was discovered (1% significance). In the case of (i-2), a non-contact effect was 
detected for 10 or more days after meditation, and a short-range non-contact effect with a delay was 
found (p = 3.5 × 10-6; Welch’s t-test, two-tails, the p value after this was also the same). The experimental 
results of the non-contact effect with delay could be approximated very well by the theoretical curve 
calculated from the transient response model in control theory. From results of the experiment type (ii), 
the non-contact effect due to the potential power of the PS was detected (p = 6.0 × 10-3), and the potential 
power varied according to the season, that is, it was larger in summer and smaller in winter. In addition, 
we discovered that the effect of the potential power of the PS on the upper and lower stages of the 
biosensors placed in two layers at the top of the PS was different (p = 4.0 × 10-7). These results are the 
world's first research results to prove "pyramid power" through rigorous scientific experiments and 
analysis. The results are expected to open up a new field of science and a wide range of applied fields. 
Keywords: pyramid, potential power, meditation, unconsciousness, delay, biosensor, cucumber, gas, 
psi index 
 


